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SLEアンケート調査へのご協力のお願い 

現在、患者さんからのご協力のおかげで、  

より良い治療に結び付く研究成果を世界に

発信できております。 

1. 患者さんの QOLの測定ツールの開発 

(Lupus誌,2021年) 

2. 患者さんの QOLの関係因子の解明 
(Lupus誌,2021年) 

3. 患者さんの症状の関係性の解明 
(Modern Rheumatology 誌、2021年) 

今後とも、どうかご協力を 

よろしくお願い致します。 

当教室では、2018 年に 

全身性エリテマトーデス（SLE）の 

病態解明 / より良い治療法の開発を 

目的として、アンケート等を用いた 

大規模な調査を立ち上げました。 

 

アンケートや、研究用採血へのご協力を

お願い申し上げます。 

 

研究責任者：大西輝 

(Tel) 075-751-3877  
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(プログラフⓇ)

(ブレディニンⓇ)

(エンドキサンⓇ)

(プラケニルⓇ)

(イムランⓇ)

(ネオーラルⓇ)

(セルセプトⓇ)

(リウマトレックスⓇ)

(ベンリスタⓇ)

※()内は商品名の例です


